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未来につなぐ森づくり未来につなぐ森づくり未来 森特集特集

　久しぶりに訪れてみると懐かしさを感じるふるさとの風景。以前、
田畑だった場所や電車が通った道は住宅が建ち並び、街並みや景
観は大きく変わってきました。今、当たり前にそこにある風景の写真
を見ながら、その歴史を少したどってみましょう。

福津 今昔の

Present and Past

～変わる風景  変わらない風景～

Fukutsu vol.11

　現在、住宅が立ち並ぶ西福間５丁目には、戦時中、農耕馬を軍馬にするための馬事訓練場が
ありました。その後、1948年に福間競馬場として再出発し、県営・市営競馬が年間８回開催さ
れていました。各回とも週末を中心に数日のスケジュールが組まれ、1回が約3週間にもなるの
で、年間8回の開催といっても実質は1年中競馬が開催されているように感じていたそうです。

津屋崎橋（渡橋）津屋崎橋（渡橋）

　渡半島の入り口に架かる津屋崎橋は、大正11年（1922年）に木製の「はね橋」として完成しました。帆船の通行時には、
中央が開き、はね上がった橋は約7メートルの高さがありました。
　その後、老朽化が激しく危険になったため、昭和50年（1９75年）から架け替え工事が始まり、昭和53年に現在のコンク
リート製の橋が完成しました。4月28日の完工式には、県知事や地域の人々などが渡り初めをして、小旗を振りながら旧津屋
崎町をパレードしました。

▲令和6年3月29日の津屋崎橋（上）と99年前の大正14年3月13日の津屋崎橋（下）。船の違いからも時の流れを感じます
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